







































































































































































直蜘璃謝巳力 内 容 人数
①萌成統合力 幾つかの異なる知識や考え方を組み合わせ、総合して活用する能力 10
②顛吹発想力 助裁瑚邪淫先入観にとらわれず、様 な々角度から柔軟に思考する能力 6
③魁射」ー用力 既習の概念や矢鳳 方法を別の場面にも柔軟に利用する能力 3
④本質着目力 物事の本質や性質に直接着目する能力 8
⑳肋 隠れて見えなし嘱道や全体像を捉える能力 5
⑥動琶理解力 物事の概念欄 Uを感覚的融内得する能力 1
◎二臓整理力 他との上脚 壮ヒから、脚 目遠点などの特徴を明らかにする能力 1
一曲 岬棚‖」「連の変化の様子を捉えて、法則性や撒け性を類牲する能力 4

















































































(1)構成統合力 幾つかの異なるアイデアや情報 (条件や知識 .技能等)杏
関係づけ、一つにまとめる能力0
(2)柔軟思考力 既成の方法や先入観にとらわれることなく、物事を多角的
に捉える能力0
(3)比較類推力 比較や対比を通 して、共通性や類似点、差異を明確にし、
類推によって規則性や解法を見通す能力0
(4)イメージ想起力 心像を構成 し、またそれに念頭操作を施す能力0
(5)本質着眼力 表面に現れない物事の構造や本質に着眼し、捉える能力0
(6)結論洞察力 答えを予想 したり、結果の妥当件を感官的に見抜く能力0
3.4.3.理論的立場と実践的立場との整合性
最後に、すでに概観した直観力に関する理論的学問的な見解と、今見てきた
実践的な捉え方について、その整合性を明確にしておきたい。
先行研究をもとに直観力を「対象とする問題の構造・関係や変化を捉え、知
識や見方・考え方を再構成しながら、柔軟に考える能力」として定義した。 こ
の定義の各要素は、数学科の実践的見解に類似している。
例えば、知識や見方・考え方を再構成するという点は、「構成統合力」と捉
えられ、また、柔軟に考えるという点は、物事を多角的に捉える「柔軟思考
力」そのものである。 さらに、関係や変化を捉える面は、共通性や差異を明ら
かにする「比較類推力」と類似のものであり、構造を捉えるという点は、「本
質着眼力」の物事の構造に着眼するという部分に合致している。
ところで、先の直観力の定義では、数学教師が考える「イメージ想起力」と
「結論洞察力」が触れられてはいない。 この原因は、中学校数学教師が実践に
基づきながら、具体的に定義づけたという点にあろう。 すなわち、中学校数学
においては、特に図形領域において直観力の育成が重視されるため、図形領域
で大切なイメージ想起力と直観力とが結びついてきやすい。 また、図形の証明
問題や応用問題では、「見通しをもって解く」ことが要求される。 そのため、
中学校の数学教師は、「イメージ想起力」と「結論洞察力」を重視することに
なり、単独で直観力の能力として位置付けたと思われる。 ただし、数学教師の
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捉えるこの2つの能力は、定義の「構造・関係や変化を捉えたり、柔軟に考え
る」という面に、広い意味では吸収されてしまうという見方も可能であろう。
4.今後の課題と将来展望
今後の課題は、直観力の諸能力を数学教育において如何に育んでいけばよい
のかを、指導の内容や方法、教材や教具といった実践的・具体的な切り口から
検討することである。 そして、この課題と真撃に対崎するとき、数学教育は感
動のあるものへ高まっていくのであり、このことは生徒に数理的なよさや美し
さを感得してよりよい人生を歩ませることに通ずるのである。
今、目の前にいる子どもたちは、21世紀に向け、「自分さがしの旅」へと出
発しようとしている。 このたびを充実させるには、「豊かな心」が必要である
から、成就感や達成感をできる限り味わわせるとともに、創造感や工夫感から
得られる喜びや感動の素晴らしさを心から実感させ、順風満帆たる人生の旅の
糧にさせたい。 直観力育成はそのための一つの手段であり、これらを通して感
動のある授業の創造を目指し、生きて働く力の礎である「豊かな心」を丁寧に
育んでいくことを心に期するものである。
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